
令和４年度 板橋グリーンカレッジの実施結果

板橋グリーンカレッジは、「高齢者のライフスタイルの変化や多様化・高度化す

る学習要求に応えること」「地域社会での活動のメンバーとしての役割を担う力を

修得してもらうこと」を目的に平成６年に板橋区長を学長とし開校した。板橋区で

は「活力ある緑と文化のまち」を将来像として目指すことをコンセプトにしている

ことから、「グリーンカレッジ」と命名された。

板橋グリーンカレッジは、シニア世代の多様化・高度化する学習意欲に応える

ため、大学教授や民間事業者、NPO等多分野にわたる講師を招聘し様々なテーマ

で質の高い講義を行っている。令和４年度の実施状況を下記のとおり報告する。

記

１ 運営概要

板橋グリーンカレッジは、「板橋区高齢者大学校」及び「板橋グリーンカレッ

ジ大学院」から構成されており、毎年１月下旬に広報いたばしやHP、あるいは

各地域の掲示板等で募集をしている。講義は、シニア学習プラザ内（板橋区志村

３－３２－６）３階の各教室にて行っている。詳細は別紙１のとおりである。

２ 令和４年度の実施状況

（１）教養課程

午前 午後 いずれも可 合計

定員 ８０名 ８０名 １６０名

申込者数 １０１名 ５６名 ２７名 １８４名

受講者 ８０名 ８０名 １６０名

R5進学者数 ５４名 ６３名 １１７名（※）

（※）R４休学者で、R５から復学する方（４名）含むと１２１名

（２）専門課程（聴講生含む）

文化文学 社会生活 健康福祉 合計

定員 ８０名 ８０名 ８０名 ２４０名

進学者数 ３５名 ４１名 ５３名 １２９名

聴講生 ４５名 ３９名 ２７名 １１１名

卒業者数

（本科生のみ）

３０名 ３８名 ４４名 １１２名
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（３）大学院

文化文学 社会生活 健康福祉 合計

定員 ３０名 ３０名 ３０名 ９０名

申込者数 ２５名 １６名 １５名 ５６名

卒業者数 ２０名 １４名 １３名 ４７名

３ 実施の経過

  令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大のため大学院を除き全て休校とし

た。令和３年度からは感染拡大防止のため、教養課程、専門課程３コースの定員

を従来の１６０名から８０名に減らして実施した。（教養課程は午前・午後の２

部制に）なお、本事業は、令和４年度から長寿社会推進課から生涯学習課に移管

されて運営している。

４ 新たな取り組み

  新たな取り組みとして、「オープンキャンパス」を実施した。二本立ての構成

としており、まずは、開講講演として１１月１２日（土）にシニア学習プラザに

て、大東文化大学英米文学科の河野教授により「のんびりとピーターラビットの

おはなしの世界へ」というテーマで実施した。本講座は、年齢制限はなく板橋区

在住・在勤・在学の方を対象として実施した。また、シリーズ講義として新たに

「板橋学～江戸時代の板橋の町と村～」というテーマで全５回の講義を実施した。

（別紙２）

開講記念講演 板橋学

定員 １００名 １００名

申込者数 ８４名 １６５名

受講決定者数 ８４名 １００名

参加者数 ７０名 延べ４０５名（※）

（※）内訳は、第１回…８２名、第２回…８１名、第３回…８６名、第４回…８

０名、第５回…７６名

５ 今後の展望

令和６年度を目途に事業の多世代化が実現できるよう、枠組みや講義内容の検討

を進めている。その先駆けとして、令和４年度より全世代向けの事業として「板橋

グリーンカレッジオープンキャンパス」を開校し、多世代へ学びの機会を提供した

ところである。

今後も受講者の要望を汲み、より質が高く受講者が満足する講座を実施していく。

また、区内の企業等とも連携をし、実践的かつ広く深い学びの環境を受講者に提供

することで、地域教育力を向上させていく。

                  ２



別紙１

板橋グリーンカレッジ概要

高齢者大学校 大 学 院

設立年度 平成 6 年度 平成 15 年度

目 的
シニア世代の多様化・高度化する学習要求に応えるとともに、シニア世

代の地域社会における活動を促進する

対象者 区内在住・在勤、60 歳以上の方 グリーンカレッジ大学校卒業生

修学年限 2 年 １年

履修方法

及び内容

１年目：教養課程 年間 18 回

午前コース又は午後コースから、

１コースを選択、内容は同一。

講義形式により、教養や基礎的な

学問を幅広く学ぶ。

2 年目：専門課程 年間 18 回

３コース（文化文学コース、健康

福祉コース、社会生活コース）か

ら１コースを選択。

専門的な知識の習得を図るため、

３コースに分かれ、講義形式によ

り学ぶ。

年間 13 回、

3 コース（文化文学コース、健康福

祉コース、社会生活コース）から１

コースを選択。

ゼミ形式の講義。前半は、後期で実

施するグループ学習を進める上で

前提となる導入講義を行い、後半は

少人数のグループに分かれてテー

マごとの研究を進める。最終回には

グループごとに研究発表を行い、学

びの成果を報告する。また、卒業研

究レポート集を作成する。

卒業者数

（ 開 講 ～ 令 和

４年度延べ）

４，６３６人

（うち令和４年度卒業 112 人）

１，２９４人

（うち令和４年度卒業 47 人）

卒業生の今後

の進路の例

・聴講生として専門課程を再度

受講

・大学院へ進学

・ＯＢ会に入会し活動

・講座参加、サークル活動、  

ボランティア・ＮＰＯ活動等

・聴講生として専門課程を再度

受講

・大学院（別のコース）に入学

・ＯＢ会に入会し活動

・講座参加、サークル活動、  

ボランティア・ＮＰＯ活動等

①大学校を卒業した者は、再度教養課程を受講することはできない。

②令和４年度に長寿社会推進課から生涯学習課へ業務移管。

③受講料は高齢者大学校、大学院ともに年額 5,000 円
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